
環境配慮性を備えた木質耐火部材の開発

－柱・梁の大臣認定取得および接合部の耐火性能確認－
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目的

都市型の中大規模木造建築を実現するうえで木質耐火部材は必要不可欠である．筆者らは熊谷組独自の木質耐火部

材である「断熱耐火λ 🄬🄬（ラムダウッド）」の施工性，経済性を向上させ，さらに環境配慮性を付与した木質耐火

部材「環境配慮型λ Ⅱ🄬🄬（ラムダウッド・ツー）」を新たに開発した．本報では，環境配慮型λ Ⅱの柱およ

び梁の ， 時間の大臣認定取得に係る性能評価試験と柱梁接合部の納まりの合理化を目的とした性能確認試験につ

いて報告する．

概要

●環境配慮型λ WOODⅡの柱および梁の性能評価試験（ ， 時間耐火）

試験は載荷加熱方式とし，各部材に長期許容応力度に相当する応力度が生じるように載荷しながら に準じ

た加熱を行った．試験結果より，開発したすべての部材において要求される判定基準を満足することを確認した．

●柱梁接合部の性能確認試験

接合方法と接合部の耐火被覆層の納まりをパラメータとして性能確認試験を行った．試験結果より，いずれの仕様

も木材の炭化危険温度である 260℃を十分に下回り，耐火性能上問題がないことを確認した．

まとめ

本実験で柱・梁の ， 時間において要求される耐火性能を満足することを確認し国土交通大臣認定を取得した．

また，柱梁接合部について性能確認試験を実施し施工方法による耐火性能への影響を確認した．これにより，接合部

の耐火被覆の納まりを合理化でき施工性が向上した．本研究で開発した環境配慮型λ WOODⅡの柱・梁 ， 時間の仕

様は今年９月に竣工した「 芝公園」に採用されている．今後は，柱・梁の 時間，床・壁の ， 時間についても

大臣認定取得を予定している．
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環環境境配配慮慮型型λλ WWOOOODDⅡⅡ🄬🄬🄬🄬のの基基本本構構成成（（柱柱）） 

荷重支持部材（芯材）

耐火被覆層（強化石膏ボード）
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01  UFC パネルを用いた RC 造ピロティ柱の

耐震補強に関する研究 

 

服部翼＊1 前川利雄＊1 

Study on Seismic Retrofitting of Soft-First-Story RC Columns Using UFC Panels 

Tsubasa HATTORI and Toshio MAEGAWA  

目的

2016 年熊本地震では，新耐震基準で設計された RC 造ピロティ建築物において，ピロティ柱のせん断破壊をはじめ

とした損傷度Ⅳ～Ⅴの甚大な被害が数多く発生した．このような背景から，建築研究所，京都大学，安藤ハザマ，熊

谷組，戸田建設，前田建設工業は共同により，既存ピロティ建築物のピロティ柱に対する補強，ならびに被災後のピ

ロティ柱に対する迅速な復旧方法に関する研究を行ってきた．本論文では，上記の研究の内，ピロティ柱の 2面に超

高強度繊維補強コンクリート（UFC）パネルを接着剤により貼付する補強に関して，より施工性を向上させることを

目的として実施した，UFC パネルを複数に分割して貼付した RC 造ピロティ柱試験体の構造実験について報告する． 

概要

試験体は 2016 年熊本地震で被災したピロティ建築物におけるピロティ柱の 2 階梁下までを 1/3 スケールで再現し

た．試験体数は 3体で，RC 柱部分を共通因子とし，RC 柱に貼付する UFC パネルの分割方法をパラメータとした．C2-

UFC1 は非分割の UFC パネルを貼付した試験体で，C2-UFC2 は縦方向に 7分割，C2-UFC3 は縦方向に 7分割，横方向に

4分割して UFC パネルを貼付した試験体である（Fig.1）．載荷はピロティ架構の 1階柱を想定した変動軸力下の逆対

称曲げ加力とし，変位制御による正負交番繰り返し漸増載荷とした（Photo.1）．また，UFC パネルで補強した RC 柱の

骨格曲線を算定し，実験結果との比較により，UFC パネルを分割して貼付した場合への適用性について検討した． 

まとめ

実験の結果，UFC パネルを縦方向に 7分割，および縦方向に 7分割，横方向に 4分割して貼付した試験体は，初期

剛性，および最大耐力に関して，非分割の UFC パネルを貼付した試験体と同等であった．一方，最大耐力以降の荷重

低下には分割による影響が見られ，とりわけ UFC パネルを縦および横方向に分割した C2-UFC3 は，最大耐力付近でパ

ネルが分離し，それぞれのパネルが個別の挙動を示したことによってパネルの負担せん断力が小さくなり，相対的に

RC 柱の負担せん断力が大きくなったことで靭性能が低下した（Fig.2）．また，UFC パネルで補強した RC 柱の骨格曲

線の算定結果は，実験時の初期剛性および降伏時剛性をやや大きく評価したが，概ね最大耐力までの挙動を評価でき

ており，UFC パネルを分割して貼付した場合においても適用できることを確認した． 

*1 技術本部 技術研究所 防災技術研究室 
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Fig.1 試験体の概要 
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Photo.1 載荷試験の状況 

Fig.2 包絡線の比較 
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